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同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
７
月
９
日
か
ら
全
国
高
校

野
球
選
手
権
千
葉
大
会
が
、
観

客
の
入
場
制
限
を
撤
廃
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
は
、

３
回
戦
で
小
雨
の
降
る
中
、
市

立
船
橋
と
対
戦
し
善
戦
及
ば
ず

敗
退
し
た
も
の
の
、
最
後
ま
で

粘
り
強
く
戦
い
ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
の
活
躍
と
、
吹
奏
楽
、

チ
ア
ガ
ー
ル
、
保
護
者
や
関
係

者
の
皆
様
の
応
援
に
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
市
立
船

橋
は
甲
子
園
に
出
場
し
、
千
葉

県
野
球
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
発

揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
度
も
総
会
を
始

め
、
こ
れ
ま
で
の
同
窓
会
行
事

が
や
む
な
く
中
止
、
東
京
支
部

同
窓
会
総
会
も
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
総
会
に
向
け
開
催

予
定
の
幹
事
会
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
「
令
和
４
年
度
議
案

書
」
を
送
付
、
書
面
に
て
審

議
を
依
頼
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

提
出
議
案
５
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
議

決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
ご
回
答
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
に
は
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
数
少
な
く
な
っ
た
同
窓
会

関
係
の
行
事
で
は
、
本
年
３

月
の
卒
業
式
前
日
に
同
窓
会

入
会
式
が
開
催
さ
れ
、
同
窓

会
か
ら
は
会
長
の
み
出
席
し

ま
し
た
。
宮
内
校
長
先
生
か

ら
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
直
接
、

話
す
機
会
を
頂
き
、
次
の
よ

う
な
事
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

一
つ
は
「
同
窓
会
だ
よ
り
の

発
行
に
つ
い
て
」、一
つ
は
「
４

月
か
ら
新
し
い
環
境
で
生
活

を
始
め
る
に
あ
た
り
、
人
と
の

つ
き
合
い
方
に
つ
い
て
」、
話

し
ま
し
た
。

　
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
ま

す
と
次
の
通
り
で
す
。「
同
窓

会
だ
よ
り
の
発
行
」
に
つ
い

て
は
、
毎
年
各
界
で
ご
活
躍

の
卒
業
生
に
原
稿
執
筆
を
お

願
い
し
、
お
忙
し
い
中
、
皆

さ
ん
の
丁
寧
な
対
応
に
恐
縮

し
て
い
る
旨
、
伝
え
ま
し
た
。

「
人
と
の
つ
き
合
い
方
に
つ
い

て
」
は
、
新
し
い
環
境
で
生
活

す
る
際
の
人
と
の
つ
き
合
い

方
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
頭

の
隅
に
で
も
置
い
て
頂
け
た

ら
幸
い
と
、「
人
そ
れ
ぞ
れ
の

見
方
や
考
え
方
の
『
物
差
し
』

を
理
解
し
た
上
で
、
物
事
を
考

え
ら
れ
た
ら
よ
い
。
つ
ま
り
、

『
想
像
力
』
と
『
協
調
性
』
を

磨
く
」
と
い
う
こ
と
、「
人
に

は
失
礼
の
な
い
よ
う
、
さ
り
げ

な
く
気
を
遣
う
」
の
二
点
を
、

話
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
３
０
８
名
は
、
き
ち

ん
と
し
た
姿
勢
で
、
落
ち
着
い

て
目
を
合
わ
せ
話
を
聞
く
生

徒
ば
か
り
で
、
私
の
方
が
久
し

ぶ
り
に
緊
張
感
を
味
わ
わ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
更
言
う

ま
で
も
な
く
、
こ
う
い
う
卒

業
生
な
ら
ど
こ
へ
出
し
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
力
を
存

分
に
発
揮
で
き
る
と
の
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
全
員
が
、
同
窓
会

正
会
員
と
し
て
新
し
く
仲
間

に
加
わ
り
ま
す
。
当
面
は
新
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同窓会会員数（卒業生総数）

回数 計

旧 制 中 学 校 8 668

併 設 中 学 校 2 51

旧 銚 子

高 等 学 校

普 通 科 60 18,575

工 業 科 48 3,500

旧銚子中学・高校合計 2,2794

銚 子 西

高 等 学 校

普 通 科 30 6,547

看 護 科 29 1,169

(専攻科) 2 ※ 73

銚 子 西 高 校 合 計 7,716

銚 子

高 等 学 校

普 通 科 14 4,086

理 数 科 12 464

看 護 科 2 77

(専攻科) 4 ※ 141

総 合 計 35,179

※専攻科は全員本校看護科卒業生 ( 平成 31 年３月 )

新
会
員
に

新
会
員
に

   
   

期
待
す
る
こ
と

期
待
す
る
こ
と同窓会長

伊勢﨑　翼

し
い
環
境
に
慣
れ
る
た
め
に

余
裕
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
同
窓
会
活
動
に

参
加
し
、
若
い
力
と
新
た
な
感

覚
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
が
急
拡
大(

執

筆
時
点
で)

し
て
い
る
中
、
皆

様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
、
三
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
す
が
、
不
断
の
感
染

予
防
に
よ
り
落
ち
着
い
て
勉

学
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
、
同
窓
会
と
し
て
も
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
と
ご
支

援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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日
頃
よ
り
、
伊
勢
﨑
会
長
を
は

じ
め
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
多
大

な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

多
数
の
同
窓
会
会
員
の
皆
様
が
一

同
に
会
す
る
同
窓
会
総
会
等
の
行

事
を
開
催
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
、
皆
様
と
お
会
い
す
る

こ
と
も
で
き
ず
大
変
残
念
に
思
い

ま
す
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点

で
は
、
新
規
感
染
者
数
が
第
七
波

を
迎
え
、
全
国
で
一
日
に
二
〇
万

人
を
超
え
る
と
い
う
今
ま
で
に
な

い
感
染
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
も
こ
の
二
年
半
、
コ
ロ
ナ

禍
で
「
通
常
の
学
校
生
活
」
を
送

る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ず
に
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
様
々
な
工
夫
の

も
と
に
、
生
徒
や
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
感
染
防
止
に
努
め
、

何
と
か
少
し
で
も
学
校
生
活
を
充

実
さ
せ
よ
う
と
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
、
修
学
旅
行
を
当
初

の
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
祭
な
ど
の

各
種
行
事
も
実
施
で
き
た
り
と
、

何
と
か
教
育
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
令
和
三
年
度
卒
業
生
に
お

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
不
安
と

戦
い
な
が
ら
進
路
決
定
と
な
り
、

様
々
な
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
徒
た
ち
は
前
向
き
に
努
力
し
、

進
学
、
就
職
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
実
現
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
部
活
動
に
お
い
て
も
、
活
動
が

制
限
さ
れ
る
中
、
陸
上
競
技
部
と

弓
道
部
が
関
東
大
会
出
場
、
華
道

部
が
小
原
流
学
生
い
け
ば
な
協
議

会
南
関
東
地
区
大
会
で
優
秀
賞
と

準
優
秀
賞
に
輝
き
、
書
道
部
は
昨

年
に
引
き
続
き
高
野
山
競
書
大
会

入
賞
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を

し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
、
生
徒
の
ア
イ

デ
ィ
ア
に
よ
り
誕
生
し
た
ス
ク
ー

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
に
こ
っ
ち
ょ

う
」
も
満
一
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
、
生
徒
会
が
中
心
と

な
り
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
成

し
全
校
生
徒
に
配
付
す
る
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
「
に
こ
っ
ち
ょ
う
」

を
盛
り
上
げ
、
市
立
銚
子
高
校
を

象
徴
す
る
「
ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」
と
し
て
活
躍
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の

提
唱
者
で
あ
る
「
み
う
ら
じ
ゅ
ん
」

さ
ん
は
、
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
し
て
認
め
ら

れ
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
次
の

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
三
か
条
」
を
挙
げ

て
い
る
ま
す
。

一
、
郷
土
愛
に
満
ち
溢
れ
た
強
い

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
る
こ
と
。

校長

宮 内 輝 久

  

愛
校
心
を
育
む

愛
校
心
を
育
む

母校母校
　　 　　 はは 今今

二
、
立
ち
居
振
る
舞
い
が
不
安
定

　
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
。

三
、
愛
す
べ
き
、
ゆ
る
さ
、
を
持

　 

ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
。

　「
に
こ
っ
ち
ょ
う
」
の
場
合
は

「
郷
土
愛
」
＝
「
愛
校
心
」
で
す
。

生
徒
の
「
愛
校
心
」
の
象
徴
と
し

て
「
に
こ
っ
ち
ょ
う
」
が
本
校
の

ゆ
る
き
ゃ
ら
（
ス
ク
ー
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
）
と
し
て
、
長
く
生
徒
や

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
も
愛
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

　「
み
う
ら
じ
ゅ
ん
」
さ
ん
は
、「
ゆ

る
き
ゃ
ら
三
か
条
」
に
加
え
て
「
原

則
と
し
て
着
ぐ
る
み
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
」
も
条
件
に
挙
げ
て
い
ま

す
。
是
非
、「
に
こ
っ
ち
ょ
う
」

も
着
ぐ
る
み
化
し
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
制
作
費
用
が
高
額
な
た
め
、

な
か
な
か
学
校
で
制
作
す
る
こ
と

が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様

に
、
生
徒
の
愛
校
心
を
育
む
「
に

こ
っ
ち
ょ
う
着
ぐ
る
み
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

生
徒
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
制

作
費
の
御
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
御
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
国
公
立
大
69
）
※
（
　
）
内
は
浪
人
生

弘
前
大
１
、岩
手
大
１
、山
形
大
１
（
１
）、

東
北
大
１
、秋
田
大
２
（
１
）、福
島
大
１
、

茨
城
大
13
、
群
馬
大
２
、
埼
玉
大
１
、千

葉
大
８
（
１
）、
東
京
外
語
大
１
、
東
京

学
芸
大
２
、
電
気
通
信
大
１
（
１
）、
横

浜
国
立
大
１
、
山
梨
大
１
、
信
州
大
２
、

三
重
大
１
、
釧
路
公
立
大
１
、
茨
城
県

立
医
療
大
１
、
前
橋
工
科
大
２
、
群
馬

健
康
科
学
大
２
、
群
馬
県
立
女
子
大
１
、

高
崎
経
大
１
、
埼
玉
県
立
大
１
、千
葉
保

健
医
療
大
３
、
神
奈
川
県
立
保
福
大
１
、

横
浜
市
立
大
１
、
新
潟
県
立
大
１
、三
条

市
立
大
１
、
山
梨
県
立
大
１
、
都
留
文
科

大
２
，
長
野
大
１
、
諏
訪
東
京
理
科
大
２
、

京
都
府
立
大
２
、
山
口
東
京
理
科
大
１
、

下
関
市
立
大
３
、
山
口
県
立
大
１

（
私
立
大
学
1048
）
早
稲
田
３
、
上
智
大
２
、

東
京
理
科
大
２
、
学
習
院
４
、
明
治
10
、

青
山
学
院
大
３
、
立
教
大
８
、
中
央
大

17
、
法
政
大
19
、
成
蹊
大
５
、
成
城
大
７
、

明
治
学
院
大
15
、
武
蔵
大
３
、
日
本
大

43
、
東
洋
大
48
、
駒
澤
大
３
、
専
修
大

15
、
北
里
大
５
、
順
天
堂
大
８
、
国
際

医
療
福
祉
大
34
、
千
葉
科
学
大
35
　
他

令和３年度進学状況

種　　別 普通 理数

国公立大学 30 16

国立大学校

・ 短 大     
0 0

私 立 大 学 179 24

私 立 短 大 9 1

専 門 学 校 34 1

進
　
　
学
（
合
格
）

（
民
間
企
業
４
）
銚
子
信
用
金
庫
１
、

株
式
会
社
昇
栄
企
業
１
、
日
鉄
テ
ッ
ク

ス
エ
ン
ジ
株
式
会
社
１
、
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
１

（
公
務
員
５
）
千
葉
県
警
察
１
、
銚
子

市
職
員
１
、
神
栖
市
職
員
１
、
茨
城
県

学
校
事
務
職
員
１
、
陸
上
自
衛
隊
一
般

曹
候
補
生
１

就
　
　
職
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今
年
度
、
本
校
陸
上
競
技
部
は
、

県
高
校
総
体
に
お
い
て
、
男
女
合

わ
せ
て
５
種
目
入
賞
と
い
う
結
果

を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
４
種

目
入
賞
が
投
擲
種
目
で
あ
り
、
投

擲
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
躍
が
部
全
体
を

勢
い
づ
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
男
子
円
盤
投
で

６
位
入
賞
を
果
た
し
、
南
関
東
大

会
へ
進
出
し
た
平
野
智
也
（
３
年

Ｂ
組
）
の
成
長
は
、
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
、
昨

年
の
新
人
戦
で
は
、
関
東
大
会
を

狙
え
る
力
を
持
ち
な
が
ら
、
精
神

的
な
弱
さ
か
ら
実
力
を
発
揮
で
き

ず
に
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
冬
季
練

習
で
は
自
ら
の
弱
点
を
分
析
し
、

技
術
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
精

神
的
な
強
さ
を
身
に
つ
け
て
い
き

ま
し
た
。
本
校
は
、
毎
日
投
擲
練

習
を
行
え
る
環
境
が
な
く
、
特
に

県
総
体
前
の
調
整
期
間
に
は
、
思

う
よ
う
な
練
習
が
で
き
な
か
っ
た

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

様
々
な
経
験
を
積
ん
で
き
た
成
果

が
出
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か

る
一
投
目
で
し
っ
か
り
と
記
録
を

残
し
、
二
投
目
で
南
関
東
大
会
出

場
を
決
め
る
34
ｍ
07
㎝
と
記
録
を

躍
進
！
陸
上
競
技
部

陸
上
競
技
部
顧
問
　
及
川
　
直
紀

伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。
７
位
と

は
８
㎝
差
（
６
位
ま
で
が
南
関
東

大
会
出
場
）
と
い
う
僅
差
の
勝
負

を
逃
げ
切
り
、
精
神
的
な
成
長
を

感
じ
ら
れ
た
試
合
で
し
た
。
南
関

東
大
会
で
は
、
全
国
で
も
上
位
を

争
う
選
手
が
い
る
な
か
、
苦
戦
を

強
い
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ベ

ス
ト
に
近
い
35
ｍ
94
㎝
を
三
投
目

に
記
録
す
る
と
い
う
意
地
を
、
大

舞
台
で
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
先
輩
の
背
中
を
見

て
成
長
し
て
き
た
の
が
、
こ
の
夏
、

関
東
選
手
権
に
女
子
や
り
投
で
出

場
し
、
８
位
入
賞
を
果
た
し
た
伊

藤
凜
（
２
年
Ｃ
組
）
で
す
。
本
大

会
で
は
、
ベ
ス
ト
８
が
決
ま
る
三

投
目
で
、
39
ｍ
04
㎝
と
記
録
を
伸

ば
し
、
６
㎝
差
で
入
賞
を
つ
か
み

取
り
ま
し
た
。
こ
の
関
東
選
手
権

は
、
高
校
生
だ
け
で
な
く
、
大
学

生
や
社
会
人
、
実
業
団
選
手
も
出

場
し
て
く
る
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高

い
大
会
で
あ
り
、
そ
の
中
で
の
入

賞
は
快
挙
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
大
会
出
場
の
高
校
２
年
以
下
で

は
最
上
位
で
あ
り
、
来
年
度
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に
も
期
待
が
か

か
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
、
技
術
的

に
も
体
力
的
に
も
、
ま
だ
ま
だ
改

善
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
も
確
か

で
す
。
現
状
に
満
足
せ
ず
、
さ

ら
に
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め
て
い
け

ば
、
さ
ら
な
る
快
挙
を
成
し
遂
げ

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
本
校
の
陸
上
競
技
部
は
、
統
合

後
ま
だ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果

た
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少

し
ず
つ
伝
統
が
積
み
重
な
っ
て
き

て
お
り
、
非
常
に
い
い
チ
ー
ム
が

築
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

夏
の
合
宿
を
経
て
、
急
成
長
し
た

選
手
も
お
り
、
チ
ー
ム
と
し
て
の

結
束
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
の
練
習
を
見
て
い
て
も
、
よ
り

上
位
の
大
会
に
出
場
し
よ
う
と
い

う
強
い
意
志
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
目
標

に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

部 

活 

動 

名

部 

員 

数

男
子

女
子

野
　
球

33

9

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

12

15

硬
式
テ
ニ
ス

14

14

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

22

3

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

0

25

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

31

3

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

0

28

柔
　
道

4

2

剣
　
道

2

4

陸
上
競
技

20

27

弓
　
道

13

22

サ
ッ
カ
ー

34

7

ラ
グ
ビ
ー

3

2

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

39

3

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

0

25

卓
　
球

7

2

空
手
道

7

20

水
　
泳

5

3

科
　
学

9

3

華
　
道

1

9

文
　
芸

2

13

英
　
語

5

23

写
　
真

12

49

書
　
道

1

15

美
　
術

1

6

演
　
劇

3

12

吹
奏
楽

7

34

茶
　
道

3

33

Ｊ
Ｒ
Ｃ

2

14

合
　
唱

2

13

家
庭
同
好
会

2

9

生
徒
会
本
部

2

7

合
　
計

298

454

※ 

５
月
現
在
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ホームページ開設のお知らせ 市立銚子高校同窓会 住所変更もできます

１年生を対象とした、卒業生による職業に関する授業を10月13日(木)
に行う予定です。講師の皆さんです。(敬称略)職 業 人 講 話

番号 業種・系統 お名前（敬称略） 所　　　属

１ 医師 伊良部　真一郎（H10. 卒） 聖隷浜松病院

２ 弁護士 袖山　一帆（H18. 卒） 袖山法律事務所

３ 研究員 阿瀬　貴博（H7. 卒） 大気海洋研究所 共同利用・共同研究推進センター

学校行事紹介
５月に球技大会、６月に市銚祭(文化祭)
が開催されました。感染防止対策を施
しながらではありますが、生徒たちは
躍動感あふれるパフォーマンスや作品
を見せてくれました。学校行事も順調
に実施できており、10月にはスポーツ
大会、２年次生は11月に修学旅行が
控えています。

Event!

球技大会：ドッジボール球技大会：ドッジボール

球技大会：サッカー球技大会：サッカー

球技大会：バスケットボール球技大会：バスケットボール

文化祭：演劇文化祭：演劇

文化祭：光アート文化祭：光アート

文化祭：書道パフォーマンス文化祭：書道パフォーマンス
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役　職 氏　名 卒　年

会 長 伊 勢 﨑　 翼 昭和４７年

副 会 長
（東京支部会長）

佐 野 利 男 昭和４６年

副 会 長 江 畑 雅 充 昭和４５年

副 会 長 島 田 洋 二 郎 昭和４８年

副 会 長 濱 野 恭 一 昭和５３年

副 会 長 浅 野 裕 子 昭和５４年

副 会 長 伊 東 　 均 昭和５６年

副 会 長 笹 本 尚 子 昭和５６年

事 務 局 長 来 栖 真 吾 平成１２年

事務局次長 和 田 　 修 昭和５６年

事務局次長 嶋 田 敬 則 昭和６２年

会 計 菅 佐 原　 優 平成２１年

会 計 成 毛 一 真 平成２１年

役　職 氏　名 卒　年

会 計 監 査 伊 東 光 彦 平成  ２年

会 計 監 査 鵜 澤 健 太 平成２５年

総務委員長 浅 野 裕 子 昭和５４年

広報委員長 片 山 貴 夫 平成  ２年

事業委員長 島 田 洋 二 郎 昭和４８年

顧 問 信 田 臣 一 昭和３８年

顧 問 宮 内 　 敏 昭和３６年

顧 問 杉 山 俊 明 昭和４４年

顧 問（校長） 宮 内 輝 久

顧 問（教頭） 志 賀 達 也

顧 問（教頭） 佐 々 木　 理

顧 問
（ 事 務 長 ）

岩 船 　 等

令和４年度　同窓会役員令和４年度　同窓会役員

収 入 金 額 3,700,000

支 出 金 額 3,700,000

差 引 残 高 0

令和４年度　同窓会　会計令和４年度　同窓会　会計
（単位 円）

令和４年度　同窓会基金　会計令和４年度　同窓会基金　会計

収 入 金 額 6,740,000

支 出 金 額 0

差 引 残 高 6,740,000

（単位 円）

項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 入 会 金 1,240,000 1,260,000

2 会 費 1,000,000 1,126,000

3 寄 付 金 0 10,000

4 繰 越 金 1,450,050 1,938,423

5 雑 収 入 9,950 311

収 入 合 計 3,700,000 4,334,734

（単位 円）収入の部

項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 繰 越 金 6,736,816 6,736,816

2 積 立 金 0 0

3 雑 収 入 3,184 62

収 入 合 計 6,740,000 6,736,816

（単位 円）収入の部

項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 卒業記念品費 200,000 187,425

2 生徒活動支援費 300,000 189,770

3 行事補助費 100,000 0

4 会 運 営 費 150,000 127,746

5 会 議 費 50,000 17,934

6 委 員 会 費 30,000 10,148

7 記 念 品 費 30,000 18,000

8 接待交際費 50,000 0

9 印 刷 費 550,000 502,150

10 通信運搬費 1,700,000 1,661,511

11 奨 励 金 200,000 140,000

12 慶 弔 費 100,000 30,000

13 予 備 費 240,000 0

支 出 合 計 3,700,000 2,884,684

（単位 円）支出の部

項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 繰 越 金 0 0

2 施設整備費 0 0

収 入 合 計 0 0

（単位 円）支出の部

同窓会 R E P O R T

告
報
会
総

　
７
月
24
日(

日)

に
開
催
予
定
の
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息
の
見
通

し
が
未
だ
に
見
え
な
い
状
況
を
受
け
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
康
を
考
慮
し
、
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
と
同
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
講
演
会
、
懇
親
会
に
つ
き
ま
し
て
も

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
幹
事
会
は
書
面
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
、
令
和
４
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
・
執
行
部

役
員
案
の
５
つ
の
議
案
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
承
認

多
数
で
原
案
ど
お
り
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

令和４年度同窓会事業計画
４
月
７
日（
木
）

４
月
15
日（
金
）

５
月
13
日（
金
）

６
月
17
日（
金
）

７
月
24
日（
日
）

９
月
下
旬

10
月
30
日（
日
）

11
月
下
旬

２
月
上
旬

３
月
７
日（
火
）

３
月
８
日（
水
）

入
学
式
（
来
賓
不
参
加
）

教
職
員
歓
送
迎
会
（
中
止
）

第
１
回
執
行
部
会
議 

本
校

（
事
業
・
会
計
・
総
会
・
幹
事
会
・
役
員
・
会
則 

他
）

第
１
回
幹
事
会
（
書
面
開
催
） 

本
校

（
事
業
・
会
計
・
役
員
・
会
則 

他
）

総
　
会
（
中
止
）

「
同
窓
会
だ
よ
り
」（
第
15
号
）
発
行

発
送
先

：

会
費
納
入
者
と
左
記
の
卒
業
年
度
の
同
窓
生

・
昭
和
46
年
度
以
前
（
70
歳
以
上
）

・
昭
和
51
、
55
、
56
、
57
、
61
年
度

・
平
成
３
、８
、
13
、
18
、
23
、
28
年
度

・
令
和
３
、４
年
度

東
京
支
部
総
会
（
中
止
） 

学
士
会
館

第
２
回
執
行
部
会
議 

本
校

（
事
業
総
括
・
補
正
予
算
・
来
年
度
予
定 

他
）

地
元
幹
事
会 

銚
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

同
窓
会
入
会
式 

本
校

卒
業
証
書
授
与
式 

本
校
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私
は
昭
和
７
年
５
月
12
日
生
ま

れ
だ
か
ら
、
今
年
で
90
歳
の
峠
を

越
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
種
々
の
「
幸
運
」
に
恵
ま

れ
て
来
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

　
そ
の
い
く
つ
か
を
言
っ
て
み
る

と
、
ま
ず
生
家
が
比
較
的
裕
福

だ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
我
儘
が
許

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
私

の
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
留

学
時
に
発
揮
さ
れ
た
。
何
の
手
づ

る
も
な
い
の
に
依
頼
状
一
本
で
身

元
引
受
人
を
得
て
留
学
が
実
現
し

た
の
で
あ
る
。

　「
幸
運
」
の
２
は
「
大
丸
タ
ク

シ
ー
株
式
会
社
」
の
立
ち
上
げ
で

あ
る
。
私
は
自
分
自
身
が
社
長
に

な
る
夢
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

は
何
か
の
会
社
を
作
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
っ
て
い
た
。「
物
の
運
送
」

か
ら
「
人
の
運
送
」
と
い
う
こ
と
で
、

タ
ク
シ
ー
な
ら
運
転
手
の
転
用
を

含
め
て
可
能
と
考
え
、
銚
子
通
運

(

株)

の
古
手
運
転
手
に
声
を
か
け

た
。
タ
ク
シ
ー
会
社
の
経
営
免
許

が
下
り
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ

た
が
、
昭
和
39
年
６
月
に
開
業
で

き
た
。
台
数
は
た
だ
の
３
台
し
か

許
可
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
経

営
手
段
を
種
々
工
夫
し
た
が
、
紅

白
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
は
街
中
で

は
目
立
つ
存
在
に
な
っ
た
。

　「
幸
運
」
の
３
は
、
46
歳
で
立

候
補
し
て
銚
子
市
議
会
議
員
に
当

選
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
45

名
の
立
候
補
者
の
中
で
の
ト
ッ
プ

当
選
で
あ
る
。
２
期
目
の
当
選
で

議
長
に
就
任
で
き
た
こ
と
も
幸
運

で
あ
ろ
う
。

　「
幸
運
」
の
４
と
し
て
は
議
長

４
期
目
で
そ
れ
ま
で
慣
例
で
あ
っ

た
「
２
期
任
期
」
と
い
う
た
ら
い

回
し
的
ル
ー
ル
を
破
り
、
法
律
通

り
の
４
期
任
期
制
に
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

　「
幸
運
」
の
５
と
し
て
は
、
議

長
任
期
中
で
あ
っ
た
昭
和
53
年
７

月
の
「
銚
子
市
長
選
挙
」
に
巡
り

合
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
市

民
の
予
測
を
裏
切
っ
て
７
万
数
千

票
中
僅
か
７
２
６
票
差
で
辛
勝
し

た
。
市
長
在
任
中
の
昭
和
40
年
の

夏
に
は
大
幸
運
が
訪
れ
た
。
そ
れ

は
お
山
野
球
部
の
「
甲
子
園
大
会

出
場
」
で
あ
る
。
１
回
戦
で
敗
退

は
し
た
も
の
の
「
銚
子
市
立
銚
子

高
等
学
校
」
の
存
在
を
全
国
に
知

ら
し
め
た
。

　
以
上
「
幸
運
」
と
し
て
数
項
目

上
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
そ

の
土
台
に
「
健
康
」
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
の
話
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
価

値
あ
る
人
生
を
送
っ
て
い
き
た
い
。

　
私
は
今
日
ま
で
、
地
域
の
母
子

ケ
ア
に
携
わ
れ
て
い
る
事
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
母
校
を
卒
業
後
、
看
護
専
門
学

校
に
進
学
、
卒
業
後
二
年
間
の
看

護
師
経
験
を
経
て
助
産
師
に
な
り

ま
し
た
。

　
助
産
師
と
し
て
35
年
、
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
ず
っ
と
妊
娠
中
か
ら
出
産
、

命
の
誕
生
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　
私
が
取
り
上
げ
さ
せ
て
頂
い
た

赤
ち
ゃ
ん
は
、
延
べ
１
０
０
０
人

以
上
を
超
え
ま
し
た
。
何
度
経

験
し
て
も
生
命
の
誕
生
は
一
人
と

し
て
同
じ
出
産
を
す
る
こ
と
は
な

く
、
特
別
な
も
の
で
厳
粛
な
時
間

で
あ
り
ま
す
。

　
私
が
地
域
の
開
業
助
産
師
を
目

指
し
た
動
機
は
、
退
院
後
の
母
乳

育
児
を
中
心
と
し
た
母
子
の
産
後

ケ
ア
を
充
実
し
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　
当
時
は
、
出
産
で
き
る
病
院
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
母
乳

育
児
を
望
む
お
母
さ
ん
達
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
場
所
が
少

な
く
、
母
乳
育
児
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
人
も
散
見
し
て
い

ま
し
た
。
十
数
年
の
開
業
経
験
の

中
で
現
在
は
、
母
乳
育
児
ケ
ア
の

ほ
か
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

（
人
生
の
変
化
の
節
目
）
へ
の
サ

ポ
ー
ト
の
相
談
も
大
変
多
く
受
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
今
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
し
た
令
和
２

年
以
降
は
、
感
染
拡
大
の
懸
念
か

ら
出
産
し
た
病
院
で
、
母
乳
相
談

や
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
行

き
場
の
な
い
お
母
さ
ん
達
の
支
援

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
家
庭
の
事
情
で
来
院
が
難
し

い
お
母
さ
ん
達
に
は
、
ご
自
宅
に

訪
問
し
ケ
ア
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

私
が
出
産
に
立
ち
会
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
が
、
今
で
は
お
母
さ
ん
に
な
っ

て
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
来
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
親
か
ら
子
へ

と
繰
り
返
す
生
命
の
バ
ト
ン
が
繋

が
っ
て
い
る
事
を
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　
現
代
は
情
報
過
多
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
時
代
で
す
が
、
育
児
の

悩
み
は
昔
も
今
も
ほ
と
ん
ど
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
大
変
な
育

児
の
中
で
来
院
さ
れ
る
お
母
さ
ん

達
が
悩
み
を
共
有
し
、
気
持
ち
が

軽
く
な
り
、
ま
た
「
我
が
子
は
可

愛
い
」
と
思
っ
て
、
ひ
か
り
助
産

院
か
ら
帰
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
母
子
に
寄
り
添
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

あ
の
人

あ
の
人
・・
こ
の
人

こ
の
人

    　

ｐ

　

ｐ..
ｓｓ..

元
気
で
す
か
？

元
気
で
す
か
？

大内　恭平
（Ｓ２６年卒）

「
我
が
人
生
を
振
り
返
っ
て
」

「
我
が
人
生
を
振
り
返
っ
て
」

森田 美代子（旧姓 高根）
（Ｓ５６年卒）

「
地
域
に
根
ざ
し
た
ひ
か
り
助
産
院

「
地
域
に
根
ざ
し
た
ひ
か
り
助
産
院

の
母
子
ケ
ア
」
の
あ
り
か
た

の
母
子
ケ
ア
」
の
あ
り
か
た
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と
委
ね
る
こ
と
を
企
ん
だ
り
、
そ
の

配
偶
者
が
と
て
も
珍
し
い
が
ん
に

な
り
一
緒
に
試
行
錯
誤
し
た
り
、
見

送
っ
た
り
。
親
を
看
取
っ
た
り
自
分

も
病
気
に
な
っ
た
り
。

　
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
書
い

て
し
ま
え
ば
ほ
ん
の
数
行
の
こ
と
。

　
私
た
ち
の
学
年
（
昭
和
42
年
生

ま
れ
）
は
生
徒
数
が
と
て
も
多
く
、

ど
こ
か
で
同
級
生
と
会
っ
て
も
小

学
校
で
一
緒
だ
っ
た
の
か
高
校
で

一
緒
だ
っ
た
の
か
既
に
さ
っ
ぱ
り

わ
か
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
走
っ
た
り
立
ち
止

ま
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

　
今
は
離
れ
て
い
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

再
会
で
き
た
り
す
る
す
て
き
な
時

代
と
な
り
ま
し
た
。
会
え
た
ら
お
互

い
の
数
行
の
話
を
ゆ
っ
く
り
話
し

た
り
し
て
。

　
人
生
は
い
つ
も
理
不
尽
。
だ
け
れ

ど
、
願
う
こ
と
は
た
だ
、
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
に
す
ぐ
近
く
に
幸
福
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

の
だ
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
将
来
な
り
た
い
も
の
や
極
め
た

い
こ
と
な
ど
全
て
が
ぼ
ん
や
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
と
も
か
く
ひ
と

つ
だ
け
固
く
思
っ
て
い
た
の
は
「
親

元
を
離
れ
て
ひ
と
り
暮
ら
し
を
す

る
！
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
思
い

通
り
に
実
家
脱
出
を
成
し
、
大
学
を

卒
業
し
て
勝
手
に
そ
の
ま
ま
東
京

で
就
職
し
て
８
年
間
を
好
き
に
さ

せ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
家
業
を
継
ぐ

た
め
に
銚
子
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
銚
子
に
戻
る
こ
と
は
自
分
で
決

め
ま
し
た
。
継
げ
、
と
言
わ
れ
て

帰
っ
て
き
た
ら
、
私
は
多
分
途
中

で
先
代
の
父
親
と
喧
嘩
し
て
出
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
性
分
を
読
ん
で
い
た
の

で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
そ
の
手
の
ひ

ら
の
上
で
、
本
人
に
は
そ
う
と
は
思

わ
せ
ず
自
分
で
決
断
す
る
よ
う
に

上
手
い
こ
と
仕
向
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
潰
し
ち
ゃ
っ
た
ら
ご
め
ん
。
私
は

殊
勝
に
ご
先
祖
様
に
手
を
合
わ
せ

な
が
ら
腹
を
括
っ
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　
結
果
的
に
現
在
私
は
そ
の
頃
描

い
て
い
た
通
り
家
業
を
継
ぎ
、
銚
子

で
食
料
品
の
卸
売
業
の
４
代
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
縁
あ
っ
て
結
婚
し
て
「
や
は
り

こ
こ
は
旦
那
に
継
い
で
も
ら
お
う
」

　
高
校
卒
業
後
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
の
道
に
進
む
た
め
進
学
、
国
家
免

許
を
取
得
後
、
病
院
や
鍼
灸
院
で
経

験
を
積
み
波
崎
に
帰
っ
て
き
て
独

立
開
業
し
ま
し
た
。

　
当
時
趣
味
だ
っ
た
神
輿
の
会
に

同
級
生
を
誘
っ
た
と
こ
ろ
、
交
換
条

件
で
波
崎
青
年
会
議
所(

当
時)

の

入
会
を
勧
め
ら
れ
入
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
元
々
地
元
愛
が
強
か
っ
た
た
め
、

様
々
な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
、

研
修
に
積
極
的
に
参
加
し
大
変
充

実
し
た
青
春
時
代
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
仲
間

も
で
き
、
と
う
に
卒
業
し
た
現
在
も

地
域
の
美
化
運
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で

い
ま
だ
に
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
子
供
の
学
校
の
「
お
や
じ
の
会
」

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も
お
誘
い
い
た
だ

き
活
動
致
し
ま
し
た
が
、
母
校
で
あ

る
波
崎
一
中
の
校
舎
の
建
て
替
え
の

際
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
し
て
い
た
ご

縁
で
波
崎
一
中
感
謝
祭
（
平
成
27
年
）

の
実
行
委
員
会
を
作
り
、
地
域
の
皆

様
と
開
催
で
き
た
の
が
一
番
の
思
い

出
で
す
。
こ
れ
は
歴
史
あ
る
旧
校
舎

の
取
り
壊
し
に
伴
い
、
旧
校
舎
を
市

民
へ
開
放
し
、
思
い
を
寄
せ
て
も
ら

お
う
と
い
う
企
画
で
、
昔
の
給
食
の

再
現
や
卒
業
生
の
絵
画
や
工
作
物
、

制
服
の
展
示
、
教
室
へ
直
接
の
寄
せ

書
き
、
卒
業
生
に
よ
る
模
擬
店
の
開

催
な
ど
、
こ
こ
に
書
き
き
れ
な
い
ほ

ど
の
企
画
内
容
で
し
た
。

　
ま
た
業
界
団
体
で
は
現
在
（
公

社
）
茨
城
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

会
会
長
や
協
同
組
合
理
事
長
、
関
東

甲
越
地
区
の
会
長
や
全
日
本
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
の
監
事
な
ど
を

し
て
お
り
、
ど
の
業
界
も
直
面
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
会
員
減
少

や
衰
退
し
つ
つ
あ
る
業
団
の
活
性

化
に
微
力
で
す
が
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
か
ら
は
筑
波
技
術

大
学
の
鍼
灸
学
科
に
て
非
常
勤
講

師
と
し
て
後
進
の
指
導
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
業
界
と
言
え
ば
数
年
前

に
都
内
の
会
合
で
、
お
灸
の
世
界
で

大
変
有
名
な
先
生
と
ご
一
緒
す
る

機
会
が
あ
り
、
会
話
を
進
め
る
と
市

立
銚
子
の
卒
業
生
と
い
う
事
が
判

明
し
非
常
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
許
可
を
得
て
い
な
い
の
で

名
前
は
伏
せ
ま
す
が
、
私
と
歳
も
さ

ほ
ど
変
わ
ら
な
い
後
輩
で
し
た
。
そ

れ
が
縁
で
協
同
組
合
設
立
の
際
に

創
立
総
会
で
記
念
講
演
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
お
山
が
繋
い
で

く
れ
た
縁
で
す
ね
。

　
人
生
の
折
り
返
し
は
と
っ
く
に

過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
気
持
ち
だ
け
は

変
わ
ら
な
い
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

し
か
し
気
力
と
体
力
の
衰
え
は
隠

せ
ま
せ
ん
。
同
級
生
た
ち
も
あ
ち
こ

ち
ガ
タ
が
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
お
世
話
に

な
る
年
頃
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
負
け
ず
に

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
お
山
を
卒
業
し
て
か
ら
36
年
の

月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
18

歳
×
３
倍
の
月
日
を
生
き
て
き
た

こ
と
に
愕
然
。
茶
の
制
服
も
弓
道
場

に
行
く
下
駄
の
音
も
通
学
路
も
は

る
か
遠
い
思
い
出
と
な
り
、
今
と

な
っ
て
は
も
う
思
い
出
す
の
も
困

難
で
す
。
都
合
よ
く
３
年
間
が
楽
し

か
っ
た
だ
け
の
よ
う
な
気
が
す
る

の
は
、
多
分
と
て
も
幸
福
な
こ
と
な

櫻井　公恵
（Ｓ６１年卒）

願
う
こ
と
は

願
う
こ
と
は

伊藤　徳也
（Ｓ５７年卒）

社
会
生
活
の
中
で
の
私

社
会
生
活
の
中
で
の
私

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
同
窓
生
皆
さ

ん
の
近
況
報
告
や
思
い
出
、
ご
意
見

な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
ペ
ー
ジ
で

す
。
皆
さ
ん
の
周
り
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
同
窓
会
員
の
情
報
や
近
況
な
ど

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

同
窓
会
事
務
局

 （
銚
子
市
立
銚
子
高
等
学
校
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
４
７
９ ー 

２
５ ー 

０
３
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
４
７
９ ー 

２
３ ー 

４
４
４
１
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昭
和
54
年
度
の
教
員
採
用
試
験

に
合
格
し
、
採
用
面
接
の
連
絡
を

待
っ
て
い
た
（
当
時
は
、
高
校
の

校
長
が
合
格
者
の
中
か
ら
面
接
を

行
い
、
高
校
ご
と
に
校
長
が
採
用

者
を
決
定
し
た
）。
大
学
の
同
級

生
は
、
１
月
に
な
る
と
採
用
面
接

の
連
絡
が
あ
り
、
４
月
か
ら
の
勤

務
校
が
次
々
と
決
ま
っ
た
。
し
か

し
、１
月
が
終
わ
り
、２
月
に
な
っ

て
も
私
に
は
採
用
面
接
の
連
絡
は

な
く
諦
め
て
い
た
。

　
２
月
末
に
な
り
、
毎
日
遅
く
ま

で
大
学
で
卒
業
論
文
の
仕
上
げ
を

行
っ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
ア
パ
ー

ト
に
早
く
戻
っ
た
日
に
、
ア
パ
ー

ト
の
共
用
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
り
、

受
話
器
を
取
る
と
市
立
銚
子
高
校

の
校
長
先
生
か
ら
の
採
用
面
接
の

連
絡
だ
っ
た
。
面
接
の
最
後
に「
市

立
銚
子
高
校
に
何
年
勤
務
し
て
く

れ
ま
す
か
」
と
質
問
さ
れ
た
。「
３

年
で
す
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、「
少

な
く
て
も
10
年
は
居
て
く
れ
な
い

と
困
り
ま
す
」
と
お
叱
り
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
が
、
何
と
か
採
用

が
決
ま
り
、
昭
和
55
年
４
月
か
ら

市
立
銚
子
高
校
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
３
年
が
過

ぎ
、
市
立
銚
子
高
校
に
15
年
間
勤

務
し
た
。
そ
の
中
で
、
勤
務
し
て

４
年
目
に
受
け
持
っ
た
３
年
６
組

は
、
特
に
印
象
深
い
。
生
徒
全
員

が
男
子
で
皆
個
性
的
で
あ
り
、
教

室
は
１
ク
ラ
ス
だ
け
理
科
棟
３
階

だ
っ
た
。
夏
に
生
徒
が
上
半
身
裸

で
授
業
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
Ｌ

Ｈ
Ｒ
で
行
っ
た
理
科
棟
前
の
芝
生

で
の
相
撲
大
会
や
波
崎
海
岸
で
の

ハ
マ
グ
リ
採
り
な
ど
は
今
で
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　
昭
和
57
年
４
月
に
は
野
球
部
の

顧
問
に
な
っ
た
。
野
球
経
験
の
な

い
私
は
、
ノ
ッ
ク
す
る
の
も
一
苦

労
で
、
始
め
て
か
ら
２
週
間
は
筋

肉
痛
で
腕
が
上
が
ら
ず
、
板
書
が

ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。

　
昭
和
62
年
秋
季
大
会
は
、
２
回

目
の
甲
子
園
出
場
に
最
も
近
づ
い

た
大
会
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
注
目
の

石
毛
博
史
投
手
を
擁
し
、
関
東
大

会
で
１
勝
す
れ
ば
甲
子
園
確
実
と

言
わ
れ
て
い
た
。
関
東
大
会
１
回

戦
の
東
海
大
甲
府
戦
で
は
、
７
回

り
便
の
ら
か
師
恩

『
縁
』

長
谷
川
　
茂

終
了
ま
で
４

－

３
と
リ
ー
ド
し
、

い
よ
い
よ
甲
子
園
だ
と
思
っ
た

８
回
、
逆
転
さ
れ
て
４

－

６
で
敗

れ
、
涙
を
呑
ん
だ
。
部
員
と
一
緒

に
流
し
た
汗
や
、
Ｐ
Ｌ
学
園
や
高

松
商
業
、
平
安
高
校
、
松
商
学
園

な
ど
全
国
の
伝
統
校
・
強
豪
校
に

遠
征
し
た
こ
と
は
良
い
思
い
出
で

あ
る
。

　
そ
の
後
、
平
成
７
年
４
月
に
銚

子
西
高
校
に
異
動
に
な
り
８
年
間

勤
務
し
た
。

　
統
合
前
の
市
立
銚
子
高
校
で
15

年
間
、
銚
子
西
高
校
で
８
年
間
、

統
合
校
で
の
２
年
間
（
平
成
25
年

４
月
か
ら
）
と
合
わ
せ
て
25
年
間

勤
務
で
き
、
素
晴
ら
し
い
生
徒
た

ち
や
先
生
方
に
出
会
い
、
最
高
の

時
間
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

縁
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
今
後
も
、
市
立
銚
子
高
校

が
、
生
徒
・
卒
業
生
の
誇
り
で
あ
り
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
続
け
る

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。

会費の納入をお願いします　年会費 1,000 円終身会費納入者一覧
振込先：郵便局　口座名：銚子市立銚子高等学校同窓会　口座番号：00100-2-189041

一年は早いものです。つい忘れがちなので是非この機会に
終身会費をお願いします。（10,000 円）

昭和 20 年卒
平野　久

昭和 23 年卒
保科　淳

昭和 25 年卒
高橋　次郎

昭和 31 年卒
松本　秀治

昭和 32 年卒
市田　哲平
村山　文彦

昭和 33 年卒
池田　照寿

昭和 36 年卒
宇野沢　功

昭和 37 年卒
（小原）鈴木 秀子

関根　正勝
昭和 38 年卒
菅谷　敏勝

（塚原）佃 勝子
昭和 39 年卒
五十嵐　俊雄
昭和 41 年卒

（常世田）向後 清
（堀井）村田 雄次

小室　一雄
昭和 42 年卒
中村　かよ子
加瀬　昇一

（宮崎）鈴木 栄美子
伊東　廣行

伊藤　政志郎
小松　敏雄

昭和 43 年卒
田向　春雄

（飯塚）森 博美
昭和 44 年卒

（石毛）古川 栄二郎
（寺村）阿部 久美子

在田　豊
昭和 45 年卒

（岩瀬）二宮 弘子
（加瀬）染谷 昌枝

木戸秋　眞人
（萩原）宮口 美恵子
（山崎）鶴牧 三千子

石橋　和雄
箱家　秀晴

昭和 47 年卒
湯浅　達夫

昭和 50 年卒
越川　修二

（宮崎）常世田 悌子
上野　順康
梅原　和美
池田　精

昭和 52 年卒
宮内　正治

昭和 54 年卒
小原　紳一

（藤井）宇野 久美子
石毛　志津枝
金井　秀明

（是枝）徳元 和代
島田　雅彦

昭和 55 年卒
（内山）加藤 幸枝

（田中）金高 健司
（野崎）玉井 祐子

森　正浩
昭和 56 年卒
田村　洋平

（美呂津）湯淺 恵子
（當金）川口 和江

昭和 58 年卒
角田　安正

昭和 59 年卒
石井　伸浩
大川　貢弘

昭和 60 年卒
下妻　利光
宮澤　哲雄
向後　文子
石津　玲子

昭和 63 年卒
伊藤　和輝
平成 2 年卒
畠山　智行
伊藤　宏美
平成 7 年卒

（伊藤）栁澤 真智子
宮﨑　晴幸

（鈴木）加瀬 香織
（阿部）名雪 沙織

平成 13 年卒
多田　英輔

平成 14 年卒
冨岡　さゆり
平成 16 年卒
岡田　貴文
若松　佑太

平成 18 年卒
宮本　遼一

平成 22 年卒
宮内　亮磨

平成 24 年卒
宮内　ひとみ
平成 27 年卒
日下部　旭祐
佐藤　聖哉

平成 28 年卒
外口　成

平成 30 年卒
石井　和樹
令和２年卒
外口　和

髙野　柊介
令和３年卒

髙安　怜那
田杭　麻紀
小松　広武
保立　果南
大川　翔也
下舘　叶

松本　かれん
下舘　望

津野　颯汰
根本　翼

家鍋　修平
庄司　早希

令和 3年 4月より令和 4年 8月まで納入分　（卒業年順・敬称略）


